
令和６年度春季リーグ戦
試合詳細

2回戦　第2試合

　同大1 - 6関大
【5月6日(月)　ほっともっとフィールド神戸　試合開始13:22　終了15:52　試合時間　2時間30分】

［球審］益田(近大OB)　［一塁審］宮木(立命OB)　［二塁審］野田(京大OB)　［三塁審］伊藤博(関学OB)

勝利投手：岩井（1勝1敗）
敗戦投手：野邉（1勝1敗）

　 一 二 三 四 五 六 七 八 九 R

同大 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
関大 0 0 1 0 5 0 0 0 x 6

<戦評>
　投打の噛み合った関大が先勝した。
　関大は3回、四球や犠打などで二死三塁とすると、佐藤(4・愛工大
名電)の中前適時打で１点先制する。
　5回には藤原太(4・佐久長聖)が内野安打で出塁し無死一塁とする
と、越川(4・串本古座)の右翼線適時二塁打で2点獲得する。さらに
四死球と犠打、失策で二死満塁の好機を作ると、山田(3・関大北
陽)、森内(2・福井工大福井)の連打により2点獲得した。続く藤原太
も四球を選び、押し出しにより1点追加しこの回一挙5点を獲得し
た。
　投げては岩井(4・高田商)が今季初勝利を挙げた。
　同大は9安打を放つも打線が繋がらず、敗戦を喫した。

　　 関大 同大

投　手 岩井、足立、中原
野邉、清野、本田、大
迫、大江

捕　手 越川 辻井
本塁打 　 　
三塁打 　 　
二塁打 越川　 岡村　
犠　打 山田、岩井2、佐藤 中田
併　殺 2 1
残　塁 7 10
盗　塁 近藤
失　策 小谷 川久保、細江
暴　投
捕　逸

関大

位置 名前 学年 出身校 打 安 点 振 球

[8] 河田 (2 大阪桐蔭) 2 0 0 0 0



H 久保田 (4 明秀日立) 0 0 0 0 1
R87 渡邊 (2 報徳学園) 2 0 0 1 0
[4] 佐藤 (4 愛工大名電) 3 2 2 1 0
[3] 小谷 (3 大阪桐蔭) 3 0 0 1 1
[7] 富山 (4 大阪偕星) 4 1 0 1 0
8 余河 (2 岡山理大附) 0 0 0 0 0
[6] 山田 (3 関大北陽) 3 1 1 0 0
[5] 森内 (2 福井工大福) 4 1 1 0 0
[9] 藤原太 (4 佐久長聖) 3 1 1 0 1
[2] 越川 (4 串本古座) 3 1 1 0 1
[1] 岩井 (4 高田商) 0 0 0 0 0
H 岸上 (4 一条) 1 1 0 0 0
1 足立 (3 社) 0 0 0 0 0
H 高木 (4 星稜) 1 0 0 0 0
1 中原 (2 徳島商) 0 0 0 0 0

計 　 29 8 6 4 4

　 回 球数 打者 安 振 球 責

岩井 6 73 24 4 4 2 0
足立 2 29 8 3 2 0 0
中原 1 30 6 2 0 1 1
計 9 132 38 9 6 3 1

同大

位置 名前 学年 出身校 打 安 点 振 球

[4] 堀内 (3 天理) 5 0 0 1 0
[8]7 牧原 (2 東山) 5 2 0 1 0
[2] 辻井 (2 京都国際) 4 2 0 0 0
[3] 岡村 (4 敦賀気比) 3 1 0 1 1
[6] 川久保 (4 桐蔭学園) 2 0 0 0 0
H 本多 (3 明豊) 1 0 0 0 0
6 細江 (3 中京大中京) 1 0 0 0 0
[9] 近藤 (2 大阪桐蔭) 3 1 0 1 0
H 山元 (4 天理) 0 0 0 0 1
[7] 後藤 (3 京都国際) 2 0 0 2 0
H8 浅野 (4 大阪桐蔭) 2 1 0 0 0
[5] 中田 (2 西城陽) 1 0 0 0 1
H 中森 (3 大阪桐蔭) 1 1 0 0 0
[1] 野邉 (2 津西) 2 0 0 0 0
1 清野 (2 敦賀気比) 0 0 0 0 0
1 本田 (3 敦賀気比) 0 0 0 0 0
1 大迫 (3 小樽双葉) 0 0 0 0 0
1 大江 (2 中京大中京) 1 0 0 0 0



H 田中康 (3 東筑) 1 1 1 0 0
計 　 34 9 1 6 3

　 回 球数 打者 安 振 球 責

野邉 41/3 70 18 4 2 1 3
清野 00/3 5 1 0 0 1 0
本田 01/3 13 5 2 0 1 0
大迫 01/3 9 2 0 0 1 0
大江 3 40 11 2 2 0 0
計 8 137 37 8 4 4 3

関西学生野球連盟　KANSAI BIG 6


